
観察した鳥類チェックリスト

＊連絡先　我孫子市鳥の博物館　電話04-7185-2212 車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。
2013年9月14日（土）
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鳥の博物館手賀沼定例探鳥会

　
バッタと秋の花
【9月のテーマ】　

　　案内人：弘實さと子（鳥の博物館市民スタッフ）

 

てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から

バッタの仲間 キリギリスの仲間 コオロギの仲間
分類 バッタ亜目 キリギリス亜目 キリギリス亜目
触覚 短い 長い 長い
体の形 縦に平たい 縦に平たい 横に平たい
発音方法 足と翅を擦り合せる 翅を擦り合わせる 翅を擦り合わせる
活動時間 日中に活発 日中に活発 夜間に活発

　バッタ、キリギリス、コオロギは直翅目（ちょくしもく）に分類されます。それぞれ
　どんな特徴があるのか虫取りをしながら実際に観察してみましょう

トノサマバッタ

ツヅレサセコオロギ

ヤブキリ

全長 35～65mm

全長 15～16mm

全長 31～58mm

バッタ、キリギリス、コオロギを比べてみよう



ヤブキリ

　
てがたんコースでみられるバッタたち

スズメ

●バッタは後あしが発達し、跳ぶ力が強い。草食性。草地を歩くと、ピョンピョンと飛び出してくるので捕まえてみよう。

●スズムシもキリギリスの仲間で、翅を擦り合わせて音を出している。
　草食性のものもいるが、雑食、肉食性のものが多い。

　
バッタ

羽の長さや体の模様の
違いを比べてみよう

ショウリョウバッタ オンブバッタ コバネイナゴ ヒシバッタ

イボバッタ トノサマバッタ クルマバッタ クルマバッタモドキ ツチイナゴ

　
バッタ

　
コオロギ

顔の形と模様の違いを
比べてみよう。小さな
ものは鳴き声を聞いて
みよう

ミツカドコオロギ ハラオカメコオロギ エンマコオロギ タンボコオロギ

キンヒバリ マダラスズ シバスズ

似ているものは羽の長
さや体の模様のちがい
に注目しよう

　
キリギリス

ヒメギスヤブキリ

ウスイロササキリクサキリ

クビキリギス

　
キリギリス

頭のとんがりを比べて
みよう

みられた生き物は　　にチェックをいれよう

●主に雑食、肉食性のものが多い。キンヒバリは水辺にいることが多いが、他の写真のコオ
　ロギは積まれた枯れ草の下などを探すと見つかることが多いので捕まえてみよう。

ケラも直翅目に
分類される昆虫！

　土の中で生活する
ケラは前あしがモグラ
のような形になってい
る。地表や土中にいる
が、夜は街灯などにも
飛んでくる。
　「ジー、ジー」と地中
から音を出す。

　

全長 30～35mm


